
く
、
日
本
の
中
期
的
な
社
会
・
経

済
構
造
変
化
を
見
据
え
て
、
そ
れ

に
対
応
し
て
い
く
契
機
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

｢

働
き
方
改
革｣

へ
の
対
応
も

重
要
課
題
と
な
る
。
政
府
の
働
き

方
改
革
を
具
体
的
に
進
め
て
い

く
の
は
、
職
場
の
労
使
で
あ
り
現

場
の
実
態
を
踏
ま
え
、
諸
事
情
を

も
つ
人
た
ち
が
ど
う
す
れ
ば
安

心
し
て
働
け
る
の
か
。
仕
事
の
配

分
や
処
遇
、
業
務
改
善
の
進
め
方

を
含
め
て
、
労
使
の
取
組
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

賃
金
上
げ
が
止
ま
る
と
、
働
く

人
の
節
約
志
向
が
高
ま
り
、
消
費

が
抑
制
さ
れ
る
。
企
業
は
収
益
を

上
げ
な
く
て
も
、
コ
ス
ト
を
下
げ

れ
ば
存
続
で
き
る
と
考
え
、
経
営

努
力
が
お
ざ
な
り
に
な
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
金
融
政
策
の
限
界

が
明
ら
か
と
な
り
、
賃
上
げ
の
重

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
月
一
二
日
、
齋
藤
連
合
岩
手
会
長
、
戸
田
大
船
渡
市
長
、
労
福
団
体
・
推
薦
議
員
等
の

ご
来
賓
、
組
合
員
が
参
加
（
一
三
〇
名
）
し
、
連
合
気
仙
「
新
春
旗
び
ら
き
」
を
大
船
渡
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
」
に
向

け
、
二
〇
一
七
春
闘
や
次
期
衆
議
院
選
挙
を
一
丸
と
な
り
闘
い
抜
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。 

 

連合岩手気仙地域協議会 

大船渡市猪川町前田 9-17 

TEL/FAX 0192-27-8671 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:  

http://www.rengo-iwate.jp/ 
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「
な
ん
で
ア
ル
フ
ァ
な
の
？
」

「
も
っ
と
年
式
新
し
い
の
に
す

れ
ば
良
か
っ
た
の
に
、
な
ん

で
？
」
「
車
検
の
台
車
？
」
等
々
。 

 

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
に
乗
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
も
、
「
１
５
５
」

な
ん
て
中
途
半
端
に
古
臭
い
モ

デ
ル
を
購
入
し
た
も
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
か
ら
心
配
さ
れ
た
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
に
乗
る
よ
う

に
な
っ
て
二
〇
年
く
ら
い
。
「
故

障
し
な
い
」
と
は
言
わ
な
い
が
、

そ
う
心
配
す
る
ほ
ど
の
も
の
は

無
か
っ
た
。
十
分
、
普
段
の
足
と

し
て
使
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

思
い
の
ほ
か
安
い
。 

 

日
本
車
の
優
秀
さ
は
分
か
る
。 

燃
費
も
良
い
し 

壊
れ
な
い
。
充 

実
装
備
で
快
適
、 

見
た
目
も
よ
い
。 

で
も
、
し
っ
く 

り
こ
な
か
っ
た
。 

 

悪
口
を
言
う 

つ
も
り
は
無
い 

の
だ
が
、
拘
り 

ち
ょ
っ
と
。
ト
ヨ
タ
車
に
乗
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
ブ
レ
ー
キ

の
効
き
の
良
さ
に
感
心
し
て
乗

っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
に
右
足
を
そ
っ
と
添
え
る
だ

け
で
す
ぐ
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

る
。
ペ
ダ
ル
を
踏
み
こ
む
必
要
が

な
く
力
が
い
ら
な
い
。
本
当
に
楽

で
い
い
な
と
思
っ
て
乗
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

ト
ヨ
タ
か
ら
プ
ジ
ョ
ー
に
乗

り
換
え
た
と
き
、
戸
惑
っ
た
の
が

ブ
レ
ー
キ
で
あ
る
。
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
よ

う
と
す
る
と
、
全
然
効
か
な
い
。

慌
て
て
強
く
踏
み
込
ん
で
止
め

る
、
な
ん
て
事
が
最
初
の
頃
、
慣

れ
る
ま
で
何
回
か
あ
っ
た
。 

「
外
車
は
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
も

悪
い
の
か
」
と
答
え
を
出
す
の
は

早
計
で
、
悪
口
は
こ
れ
か
ら
。
や

っ
ち
ゃ
た
ん
で
す
ね
、
こ
れ
が
。 

･
･
･
･･

。
次
回
に
続
く 

傅
・
Ｕ 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
梅
木
議
長

代
行
は
、｢

盛
大
に
旗

開
き
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
活
動
を
進
め
て
い 

き
た
い｣

と
挨
拶
し
た
。 

引
き
続
き
、
齋
藤
連
合
岩
手
会

長
は
、｢

春
闘
の
時
期
に
入
る
、
結 

果
は
す
べ
て
の
労

働
者
に
影
響
す
る
。

先
頭
に
立
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

解
散
総
選
挙
の
時 

期
は
不
透
明
だ
が
、
今
の
政
治
を

変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
対
応

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
た

い｣

と
述
べ
た
。 

来
賓
か
ら
は
、
戸
田
大
船
渡
市

長
、
菅
野(

黄
川
田
徹
衆
議
院
議

員
秘
書)

氏
、
連
合
気
仙
前
議
長

梅
澤
岩
雄
氏
の
祝
辞
を
受
け
た
。 

     

山
野
目
労
金
高
田
支
店
長
の

音
頭
で
乾
杯
を
行
い
、
職
場
や
各

単
組
と
の
情
報
交
換
な
ど
、
歓
談

の
内
に
時
間
が
経
過
し
た
。 

青
年
委
員
会
は
、
連
合｢

愛
の

カ
ン
パ｣

を
呼
び
か
け
、
募
金
額

は
二
八､

五
三
八
円
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

参
加
一
七
単
組
の
参
加
者
が

舞
台
に
集
ま
り｢

合
い
言
葉｣

を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
今
年
の
抱
負
を

含
め
た
紹
介
を
頂
い
た
。
今
年
の

運
試
し｢

抽
選
会｣

は
、
労
金
か
ら

数
多
く
の
景
品
提
供
も
あ
っ
て
、

会
場
が
賑
わ
い
、
梅
木
議
長
代
行

の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締
め
た
。 

日
本
経
済
の
見
通
し
は
、
全
体

と
し
て
穏
や
か
な
回
復
状
況
に
あ

る
が
、
世
界
の
経
済
・
社
会
情
勢

は
非
常
に
不
透
明
で
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領

の
政
策
、
韓
国
大
統
領
の
国
会
で

の
弾
劾
成
立
、
新
興
国
の
経
済
情

勢
な
ど
、
リ
ス
ク
要
因
が
数
多
く

あ
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
の
か
が
問
わ

れ
、
足
腰
の
強
い
経
済
・
社
会
、

家
計
そ
し
て
企
業
を
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
七
春
季
生
活
闘
争
は
、

｢

底
上
げ
・
底
支
え｣

｢

格
差
是
正｣

の
実
現
を
通
じ
て｢

経
済
の
自
立

的
成
長｣

｢
｢

包
摂
的
な
社
会
の
構

築｣
｢

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の

実
現｣

を
め
ざ
す
闘
争
で
あ
る
。 

｢

総
合
生
活
改
善
闘
争｣

と
し
て

す
べ
て
の
働
く
者
が
直
面
し
て
い

る
課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な

事業主は、労働者が妊娠又は出産したこ

と、産前産後休暇等母性保護を受けたこと、

育児休業、介護休業、所定外労働の制限、深

夜業の制限、所定労働時間の短縮措置等につ

いて、その申出・取得を理由として、解雇そ

の他の不利益扱いをしてはいけません。 

(男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法) 

 

<不利益扱いの例> 

・解雇すること 

・就業環境を害すること 

・自宅待機を命じること 

・降格すること 

- 働くことを軸とする - 

地場単組 

日時：２月 16 日（木）１８時～ 

場所：気仙教育会館２F ホール 

構成：幹事会・青年委員会役員 

   構成単組役員 全員 

本部交渉単組 

官公労単組 

日時：２月 7 日（火）18 時～ 

構成：太平洋セメント労組、岩手県交通

労組、東北電力労組、ユアテックユニオ

ン、JP 労組、東北電保労、東北検集労、

労金労組大船渡・高田 

日時：２月 6 日（月）１８時 30 分～ 

構成：星和工業労組、三栄工業労組、東

北縫製労組、龍振鉱業労組、マイヤ労組、

岩手開発鉄道労組、全自交東海 

日時：２月 13 日（月）１８時 30 分～ 

構成：岩教組、高教組、県職労、住田町

職、林野労組 

2017 春季生活闘争の交渉単位毎に単

組分けをして情報交換会を開催し、各単組

の取り巻く情勢や賃上げ要求、環境改善要

求の共有、意見交換をおこなって地域で共

に闘いぬく決意を固め合う場とします。 

要
性
が
デ
フ
レ
脱
却
の
絶
対
条

件
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。 

同
時
に
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り

が
意
欲
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
が
重
要
と
な
る
。 

 た
こ
と
も 

・期間雇用者について契約更新しないこと 

・退職強要、正社員からパートタイマーへ

の一方的変更 

・減給、退職金や賞与の算定に当たり休業

期間を超えて働かなかったものとして取

り扱うこと 

・昇進・人事考課において不利益な評価を

行うこと 

・不利益な配置の変更を行うこと 等 

 

 

 

 

※一定の要件を満たした雇用保険被保険者

が①育児休業又は、②対象家族を介護す

るための介護休暇を取得した場合、雇用

保険から休業開始時賃金月額の 67％相

当額の①育児休業給付（休業開始から 6

か月経過後は 50％）又は、②介護休業給

付が支給されます。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

育児休業給付、介護休業給付 

（雇用保険法第 61 条の４、６） 

-

経
済
の
自
立
的
成
長
へ-

 

 

獨協大学教授・経済アナリスト 

格差社会と生きること 

※整理券が必要→往復ハガキで申込を 


